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古典派弦楽合奏曲ソナタ形式における呈示部と

再現部の構成の比較演奏分析
松中久儀

TheStudybytheComparativeMethod，Expositionwith

RecapitutionintheClassicalStringEnsemble

Hisanori

本論文は紀要40号「弦楽合奏曲とその演奏解

釈｣(1V)に引き続き,モーツァルト「アイネクライ

ネナハトムジーク」Kv525第１楽章の呈示部と

再現部の構成に焦点をあてて演奏分析したもの

であるので,参考・引用資料もこれに同じく採用

した。

７６小節～131小節

再現部の演奏解釈は文字通り再現ということ

で，基本的には呈示部の演奏解釈を再現するこ

となのであるが，一方細部において両者に構成

上の違いがあることに着眼し，両者の演奏方法

の比較分析に焦点を絞ることとした。

１）呈示部ｌ小節と再現部76小節との比較

呈示部１小節の入りは，ＩｓｔＶｎ,ＩＩｎｄＶｎに

重音を用い，和音では基本形をなし充実した響

きを備えているが，これに対し再現部では重音

を用いず又和音では第５音省略の形で入ってい

る。演奏もこの違いにポイントが置かれること

になる。呈示部に対しすっきりした透明な響き

をねらっている第５音省略形の効果的演奏法は

vlaを除く声部のオクターブのｇ音の音色にか

かってくる。音程に関しては細心の注意を払わ

なければならないが，運弓に際しても圧力を控

え，弓のスピードからくる弦の響きを最大のポ

イントとすべきであろう。各奏者の弓のスピー

ドは統一されることにつきる。

２)呈示部22～27小節と再現部97～100小節
との比較

小節数では呈示部が６小節，再現部は４小節

である。この２小節の差は第２主題の調性の設

ＭＡＴｓｕＮＡＫＡ

定の違いから生ずる経過的措置24,25小節の有

無にあると考えられる。すなわち呈示部の第２

主題(28小節～）はDdur，再現部(101小節～）

はGdurであるがこのため呈示部では２５小節に

g#を用い２７小節をDdurのための属和音として

導いているのに対し，再現部ではこの経過パ

セージを施さないで100小節の和音をそのまま

Gdurの属和音に設定しているということであ

ろう。これらの和声進行から導き出された声部

の違いは，呈示部の２６，２７小節と再現部の９９，

１００小節に見られる｡それは呈示部ではＩＩｎｄＶｎ

がdivによって二声部を受け持っているのに対

し,再現部ではこの内の一声部をvlaに担当させ

ていること，又この終止においては呈示部が全

声部の音域の跳躍をもってなされているのに対

し，再現部ではｖＱｃｂの声部は音域を変化させ

ていない。演奏法ではこれらの構成上の観点か

ら９９小節ではＩＩｎｄＶｎとvlaの下声部による３

度の動きが内声部の連携プレーとして強調され

て良いであろう。又１００小節では２７小節を分析

した論（論文Ⅲ）の他は加える要素はないと考

える。このあと第２主題からコーダまでの呈示

部との違いは再現部の主調がGdurで,音域が呈

示部より４度高く又は５度低く設定されている

こと以外は殆ど新しい動きを見せていないが，

細部では例えば１０６小節の３，４拍目，120小節

の３拍目～，１２３小節の１拍目に若干の違いが

ある。

３）３３小節３，４拍目と再現部106小節３，
４拍目との比較

平成３年９月１３日受理
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すなわち呈示部(楽譜例ａ）は３拍目がオクター

ブで音色音量が表現されるのに対し再現部（楽

譜例ｂ）では121小節が同じくｄ音のオクター

ブで書かれているものの120小節はe音の単音

で書かれている。このようにスコアではちぐは

ぐさ，不統一性が表面化しているのであるが，

これは何を意味しているのであろうか。本論文

はここで二つの推論を立てることにした。一つ

は今日出版されているスコアの信葱性で，この

場合，今後の研究者による解明を待ちたい。も

う一つは，モーツァルトの意図がIVthポジショ

ンという技術に対する配慮にあったのではない

かという考えである。ヴァイオリニストとして

のモーツァルトの才能は歴史が語っているとこ

ろであり，奏法についてのあらゆる技術は自作

のヴァイオリンコンチェルトなどで示されてい

る。そのモーツァルトがこのポジションに対し

て殊の外，神経を使ったと考えるのは正しくな

いが，それはヴァイオリンに精通しているから

こそこの曲を演奏する人々のことを前提として

106小節の３拍目の下降のレガートはこのあ

との音域を求めるための経過パセージであり，

IstVnの旋律としての意味は３３小節（論文IⅡ）

での分析との関係を再度ひもとく必要があろ

う。

４）４７小節と1204,節との比較

１２０小節は呈示部に比べ意識的に音域を上

げ，再現部の締めくくりのための緊張感を高め

ようとしている。IstVnのe音はこの楽章では

むろん全楽章でも最高音域である。この曲唯一

のⅣthポジションの登場である。Istポジショ

ン～IIIrdポジションを基本技術として音域の目

安があったとされるこの時代の合奏曲のオーケ

ストレーションからは，IVthポジションの採用

はかなり意識的な作曲意図があったと推察出来

るのである。ただこの作曲意図とスコアの間に

本論文は一つの疑問を抱かざるをえない点があ

る。それは，呈示部（楽譜例ａ）と再現部（楽

譜例ｂ）を対照させた場合，再現部には統一性

が見失われている箇所が存在することにある。
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いた，と考えるのが妥当であろう。当時のセレ

ナードは娯楽的音楽で，それは超一流の合奏団

もさることながらアマチュア色の濃い団体でも

演奏されるであろうことが想定されているとす

ればこのレベルの合奏団の技術ではＩＶｔｈポジ

ションでのオクターブを求めることに難度があ

る，としたモーツァルトの親切な配慮として解

釈可能である。この論が正統であれば，今日こ

のパセージはオクターブで演奏されることが芸

術的であることになる。

５)呈示部50小節と再現部123小節との比較

５０小節では下降をたどっているのに対し，

123小節では分散和音的にd音を頂点にして盛

り上がり，華やかさをかもし出し又,124小節で

は呈示部に比べて音程の著しい隔たりを持って

codaをにらんだ誇張された激しい動きを求め

ている。′の中でのアーテイキレーションの切

れ味は頂点ｄ音に目がけて鋭く蹴るような運弓

がふさわしく，この動きのきっかけは122小節

の３，４拍目のスラーの結末で，弓をはねるこ

とから始めるべきであろう。いずれもIstVn，

IIndVnの演奏法を論じたが，vla以下は呈示部

に対しことさら変化を加える必要はない。

６)呈示部５１小節と再現部124小節との比較

呈示部５１小節に比べ再現部124小節は著し

い音程の隔たりを持ったパセージとなり，その

演奏効果は１拍目の裏拍からフレーズの開始で

あることを，呈示部の場合よりさらに意識した

演奏が必然となり，それにはアクセントを持っ

て発音されることがふさわしい。尚このフレー

ズ感は全声部足並みをそろえておくこととな

る。

７）呈示部54,55小節と再現部127～131小

節との比較

呈示部の終止のための２小節（54,55小節）

は再現部では５小節に引き延ばされしかも低音

の拍の流れからは呈示部の１１小節(論文Ｉ）で

分析したアラブレーヴェの解釈がそのまま当て

はまり，汀拍子の活発な流れの中にはさまれて

一瞬であるが，このゆったりしたアラヴレー

ヴェの拍の流れは絶妙である。ＩＩｎｄＶｎ以下は

呈示部の１２小節や５４小節で説明に該当する。

ただ一声部ＩｓｔＶｎが殆どその生命を握ってい

る。この５小節を更に細分すると１２７，１２９小節

はいわゆる剛歌う〃パセージ，128,130小節は

リズムと音程の動きに焦点をあてた経過的パ

セージといえる。従って１２７，１２９小節はｐであ

りながらもDstの矛らかなdolceトーンでたっぷ

りと歌い，128,130小節は正確な音程発音でし

かもこれはあたかも127,129小節のエコ－のよ

うに仰が絶妙なアンサンブルとなろう。131小

節の１拍目「は決して長すぎなく弓を一瞬弦に

のせるようなdolceが置かれたあと，完全なる

ポーズをもって３拍目の′はかなりのアクセン

トを持った早いスピードの運弓が全パートに統

一されねばならない。それはあたかも132小節

の重音のフレーズのアフタクトにあたるように

演奏意識が持たれるであろう。尚この３拍目の

′の扱いについては引用レコード演奏比較のと

ころで再度後述する。

132小節～137小節

codaは呈示部の冒頭第１主題から導かれた

音型で書かれており（注１)，終止にふさわしい

華やかさがすべてである。IstVnの分散和音に

よるパセージは上昇に向かって一＝が効果的で

ある。ＩＩｎｄＶｎ以下の分割リズムは弓の量も加

えながらその存在をかなり強調した方が激しさ

が増すはずである。それは132小節の１拍目に

アクセントを用い，再に133小節の４拍目の属

和音切替えにおいても同じようにアクセントを

用いてＩｓｔＶｎの勢いを助長すべきである。尚，

このような処理による中，低音のダイナミクス

はＩｓｔＶｎのテーマを阻害するような心配もあ

ろうが，旋律(IstVn)対分割リズム(中，低音）

の対比的な構成はこの懸念を取り払ってくれる

はずである。IstVnの133小節３拍目からの運

弓はＪが、の連続を３回繰り返すこともこの大

げさなパセージでは許されるものであろうし，

又１３３小節の４拍目にＶを該当きせ弓の交替を

利用するのもそれなりに効果がある。前者は」
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ており，とすればこの箇所のアーティキレー

ションはl7mml山0□|として保続音
とテーマの切り替えを呈示部のように106小

節３拍目裏拍とするか，あるいはスコア通り

のアーティキレーションを採用しながら１０６

小節の２拍目裏拍からテーマに切り替えると

いう解釈も－提案たりうると考える。

２呈示部４７小節と再現部１２０小節の比較

このレコード演奏は本論文が分析したよう

に１２０小節３拍目をスコア通りの単音でなく

ｅ音のオクターブでIstVnが演奏している。

今日の演奏は，この解釈が呈示部との形式を

揃えることにおいて正統で，声部バランスや

又120,121小節の２小節のまとまりとして統

一され，自然な流れをもたらし美的である。

３呈示部５０，５１小節と再現部122,123小節

の比較

122,123小節のアーテイキレーションはそ

のスタカートの切れ味が魅力で，特に123小

節の上昇のスタカート又本論文が指摘した，

124小節の１拍目裏拍から改めてアクセント

気味に開始される明瞭なパセージの識別がこ

とさら強調され，きびきびした演奏となって

いる。

４１２７～137小節

１２７小節から４小節のフレーズはＩｓｔＶｎ

のテーマが浮き出るように他声部は控え目に

その立場を守っている。このバランスがこの

演奏の清潔さをかもし出している。本論文が

指摘したようなエコーの効果，すなわち１２７

小節と128小節を表裏とする演出はことさら

IstVnに見受けられない｡これは改めてここ

で施しをしなくとも１２８小節のクロマチック

のパセージの下に他声部のハーモニーが排除

ざれ単旋律としての効果が助長されているこ

とでエコー効果が示されているという解釈と

もいえる。１３２小節からのエンディングはこ

とさらシンフォニックな迫力をねらっている

とは思えないが，中，低音のきざみは小気味

よく分割きれ楽しい演奏となっている。Ｉｓｔ

をひとつひとつ切り気味にし終止コードを強調

するものであり，後者はＪ３個を連続的な和弦

の中で一気にまとめてしまう方法となる。１３６

小節の低音のパセージは多少，弓をジャンプさ

せる音型であるが，しかしこのため発音が不明

瞭にならないよう力強い′が表現されるような

技術に終始すべきである。特に低い音域はこの

ための多くの技術負担を持っている。137小節

の３，４拍目は最終パセージであるということ

で安易にテンポが緩まるきらいがあるが，オク

ターブのg音がすっきりとあくまでもｉｎｔｅｍｐｏ

で表現されるように留意すべきで，ともすると

重音や分散和音のために多少乱れ気味な気配を

呈していた運弓を，この２，３拍目で落ち着か

せるといった技術が一方で必要かと考える。し

かし，再度述べるがこのためにテンポがルバー

トされてしまうとこの終止のセンスが全く失わ

れてしまう恐れがあり，細心の注意が必要であ

る。とくに最終音３拍目が必要以上に長くなる

心配もあり，これも低級なもので，決して美的

にまとまらないであろう。ここでこれまで分析

した呈示部と再現部の演奏方法をレコード，コ

ンパクトディスクにより比較し再にその分析を

深めたい。

レコードＡ

１呈示部３３小節に比較させた再現部１０６小

節

本論文m219pでの３３小節の分析はＩｓｔ

Ｖｎは３３小節３拍目裏拍からをテーマとする

論を－提案として解釈した。しかし１０５，１０６

小節のＩｓｔＶｎの演奏は保続音としてのパ

セージを１０６小節２拍目までとし，３拍目の

画の出だしを歌うように，すなわち３拍目

の表拍のスラーの開始にテヌート気味な気分

を持たせていることである。ソナタ形式の再

現部は呈示部の全くのコピーではなく細部に

わたって呈示部と比較すべき箇所が随所に見

られるものであるが，しかし本論文が求める

フレージングはあくまで呈示部のそれに可能

な限り解釈を近づけることを基本的考えとし
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Ｖ､の和弦は３個の音を殆ど同時に鳴り響か

せるような運弓技術を採用し，アンサンブル

としての縦の線を中，低音に正確に揃えよう

という意図が伺われ，正統である。もち論こ

のような和弦の処理では和弦の低弦の発音が

不明瞭になりがちで，高音にその勢いが片寄

る要素を必然としているが，幸いにして低弦

の｡音はIIndVnのきざみに表わされている

ので，聴く人の感覚にそれ程弱点としてとら

えられないのかもしれない。最後のユニゾニ

掴Ｊｌはダイナミクスの増減なく，そのまま

の勢いで入り込んでいる。音色的にはvc，ｃｂ

のg音の響きを主流にしたと思われる底力の

あるユニゾンである。この場合無神経な演奏

ではテンポに少なからずブレーキがかかるも

のだが，このレコードはそのきらいを全く感

じさせないインテンポそのもののクリアなま

とまりを一方で見せているが，これはこの団

体の誇るべきアンサンブル技術の一つに違い

ない。

コンパクトディスクＢ（ＰＯＣＬ－２１３０）

これまで使用してきたレコードＢは損傷が激

しく細部にわたって分析するには限界が生じて

きた。再度このレコードの入手を試みたがすで

に廃盤となっており，又もしかしたら本レコー

ドがＣＤとして再度出版されているかもと調べ

てみたが該当するものがなかった。そこでレ

コードＢに該当する別の団体の演奏録音を改め

てこれに当てざるを得なくなった。ここで新し

く掲げたカール・ミューヒンガー指揮，シュト

ウットガルト室内オーケストラのＣＤは，これ

まで使用してきたコレギウムアウレム合奏団

にほぼ近いテンポ，すなわちレコードＡ～Ｄの

中で最も遅いテンポのものであり，これが比較

分析するに適当であろうとして選択採用したこ

とを付記しておく。

１呈示部３３小節と再現部106小節の比較

この演奏は３３小節の３拍目からIstVnが

若干の盛り上がりを見せ，ＩＩｎｄＶｎからの

テーマを引き継いでいるが，この継投策は

１０６小節にも符合している。すなわち１０６小

節の３拍目のスラーの開始から同じようにＩＩ

ｎｄＶｎのテーマを引き継いでいる。逆にいえ

ば本論文が論文(、)３２～34小節でIstVnと

ＩＩｎｄＶｎのテーマに執ようにこだわりを持っ

たことに反論するが如く，単純明Ｉ快な演奏で，

逆にいえば１０６小節のアーティキレーション

の変化，すなわち１０６小節の３拍目からの切

り替えが明瞭であり，この再現部に照らし合

わせて呈示部のＩｓｔＶｎのテーマの切り替え

を同じようにａ音の連続でありながらも３３

小節の３拍目からテーマとして新たな演奏心

理を持たせているのであろうと解釈する。

２呈示部４７小節と再現部１２０小節の比較

１２０小節３拍目はスコア通り，単音e音で演

奏されているのでここでは特に分析を要しな

い。

３１２７～137小節

この演奏は本論文が論じたように１２７小節

と128小節を又129小節と130小節をそれぞ

れ表裏として対照きせ形式感をほのめかせて

いる｡従って127小節,129小節の』はグイ

ナミクスｐでありながらも，たっぷりとうた

い，１２８小節，１３０小節は軽く流れるように処

理している。これはこのコンパクトディスク

のテンポが他の演奏例に比べてゆっくりであ

るだけに，その表情はさらに豊かに感得ざれ

魅力的である。130小節以降はレコードＡと

比較して，特に取り上げなければならない要

素は持っていない。強いて比較するならば

137小節のＪ羽Ｊ１の処理において３拍目す

なわち本楽章の最終音はややもすると素気な

いと思われるくらい短く計算されて終わって

いる。これがかえって強い印象，たとえばﾉ？

のような残存感をもたらしている所が特徴で

ある。恐らく，次の第２楽章，Andantepの

演奏開始の印象をことさら考慮したことによ

るものであろう。なぜなら第１楽章から第２

楽章へ入る楽章の切れ間は時間的に非常に短

く，しかし第２楽章への入りがあまりにもス



第41号平成４年金沢大学教育学部紀要（教育科学編）186

２呈示部４７小節と再現部１２０小節との比較

コンパクトディスクＢに同じくスコア通り

の演奏で，４７小節がＩｓｔＶｎのオクターブに

なっていることに対し１２０小節のIstVnのｅ

音をことさらこれに合わせてなにがしかの施

しをしているとは考えられない演奏である。

３呈示部４９，５０小節と再現部122,123小節

の比較

呈示部のこの２小節に対し，再現部の２小

節はcodaをにらんで上昇のパセージの盛り

上がりを充分表現しており華やかである。ス

タカートの切れ味はcrescに導かれてとぎす

まされている。

４呈示部５１小節と再現部１２４小節の比較

呈示部では５１小節の１拍目裏拍，５２小節

の１拍目の裏拍がアクセント気味に開始さ

れ，パセージのくぎりを明確に処理したきび

きびした演奏が特徴であったが，再現部の

１２４，１２５小節では特に124小節が音程の跳躍

もあってことさらこれを強調し，codaに向け

ての前兆を示している。

５呈示部５４，５５小節と再現部127～131小節

の比較

呈示部では５４小節はｐでありながら声部

のバランスもあってふくよかな響きのあとに

５５小節のかわいい終止パセージを迎えたの

で､あったが，再現部ではやや趣きを異にして

いる。確かに127小節は呈示部と同じように

dolceのやさしさに溶け込ませるようにＩｓｔ

Ｖｎのテーマを処理しているが，１２８小節のＩ

ｓｔＶｎ単独の声部としてのクロマチックでは

クリアーな音程の発音を意識きせややもする

と１２７小節よりさらに積極的に出ている。本

論文が解釈したように，確かに音楽は１２７小

節と１２８小節又，１２９小節と130小節がそれ

ぞれ表裏として対照させた演奏であるが，ダ

イナミクス的には又パセージの物理的な強さ

という観点から見れば表裏は裏表に逆転して

いるとさえ思える。このように表面的には逆

転現象を起こしているにもかかわらず，音楽

ムーズに聴く人の心にdolceの優しさを一瞬

のうちに与えてしまうのである。これは第１

楽章の最終音のぶっきら棒ともいえる終わり

方が，実はこの演奏心理の鍵を握っていると

いえる。ミューヒンガーの芸術的魅力を伺わ

せてくれる箇所である。

コンパクトディスクＣ（ＦＯＯＬ-23036）

レコードＢに同じくレコードＣは今回からＣ

Ｄに切り替えることとした。尚このＣＤは全く

同じ団体(ネヴィルマリーナー指揮,アカディ

ミー室内合奏団）の再録音であり，本論文の資

料の差し換えとしてなんら問題ないことを付記

しておく。

１呈示部３３小節と再現部１０６小節の比較

この演奏は本論文（論文ⅡI）が論じたよう

に，３２小節からのIstVnの保続音は３３小節

３拍目の表拍までで，３拍目の裏拍からIInd

Vnが引き継ぎ，テーマとしての切り替えを

行っているのであり，そのことは３３小節後半

からのpococrescにより証明されている演奏

であった。従って再現部のこの小節に対応す

る105小節，106小節の演奏比較が興味の持

たれる所である。残念ながら本論文が提出し

たようなアーティキレーション，すなわちこ

の演奏の33小節に該当させるべくｌｕ０
□|として105小節からのIIndVnのﾃｰﾏ
を106小節の３拍目裏拍から引き継ぐ形とし

て採用していなかった。それはIIndVnのフ

レーズの最終音である１０６小節の３拍目「を

やや充実させた響きで処理し，このフレーズ

の処理の中に埋没させていくかのように，わ

ずかにdecrescを用いているようである。さら

に遡れば１０５小節の最初からこれを予感させ

るようにＩｓｔＶｎの声部としての役割はバラ

ンス上絶妙で，明らかに呈示部との演奏解釈

の違いをみせIIndVn中心に輪郭を前向きに

出したと考えられるのて､ある。いずれにせよ

テンポが今日的で軽快そのもので，流れるよ

うな演奏は聴くたびに新鮮さをもたらしてく

れる名演である。
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が持つ柏の流れの強さを127,129小節に内在

させている演奏の素晴らしさは指揮者マリ

ナーならではのものかもしれない。１３１小節

の３拍目「は決して長くならず本論文が指摘

したように132小節からの呈示部の冒頭の

テーマの再現に′のアフタクトがつけ加えら

れたようにこれをとらえていると考えられ，

それは次に現れる133小節４拍目「，135小

節４拍目「がことさらその勢いが強調されて

いることからもうなずける。すなわち４拍目

と次の小節の１拍目がドミナント，トニック

のペアとして浮きぼりにされるように連続さ

れるべく分割リズムの内声が足並みをそろえ

て４拍目をさらに強調し，１拍目のトニック

を迎えていることに表わされているのであ

る。このことから遡れば,131小節の３拍目の

「は127小節からのフレーズと132小節の′

のテーマのつなぎの役目として単にそう入さ

れた１拍としてではなく，それは131小節の

３拍目からcodaが開始されることを証明し

ていることになるのである。確かに１３１小節

の３拍目の「の′の解釈は論議を呼ぶ音に違

いない。それはＩのそう入にもある。そこで

次のようなＩの位置を想定してみることもこ

の分析に効果的判断材料を与えてくれるであ

ろう。それは'31小節のﾘｽﾞﾑをａｌ｢ｒＩ
ｌｌ,ｈｌｍｒｌのa,ｂにしたてて演奏して
みることである。結果はすぐに出されるであ

ろう。つまりｂの方が明らかに曲としての安

定感，自然性があるということである。重ね

ていえばこの「はcodaの開始を意味してい

るということである。もち論Ｉの位置からス

コア通りの演奏では挿入的１拍の意味，つな

ぎとしての１拍をねらっている面も確かに見

え隠れして当然かと思われるが，しかし構成

の本質を軽視した演奏では，この挿入的意味

ばかりが強調された安易なγがグイナミクス

に採用された演奏が決して少なくないことを

述べておく必要がある。それはγでなく，（

すなわちこの／は137小節までを統一するダ

イナミクスプであることを改めてとらえてお

く必要があろう。

レコードＤ

ｌ呈示部３３小節と再現部１０６小節の比較

この演奏では再現部の106小節のスラーは

特にcrescを用いての３拍目からＩｓｔｖｎがＩＩ

ｎｄＶｎにとって代わって主導する構成を明確

にしている。全体の流れはテンポの感じから

もコンパクトディスクＣの演奏に似ている要

素が今後共引き継がれている。

２呈示部４７小節と再現部１２０小節の比較

120小節が単音ｅ音であるか，オクターブ

ｅ音を重ねてあるのか，この演奏では判別困

難である。しかし単音ｅ音であればもっと研

ぎ澄まされた音色がコンパクトディスクＣの

演奏のように表わされると考えられるが，こ

のレコードＤでは音色的に柔らかさを秘めて

いることが本著者の判断を迷わす原因になっ

ているものと思う。

３呈示部４９，５０小節と再現部１２２，１２３小節

の比較

呈示部でもそうであったようにこの演奏は

流れるテンポ感をことさら大切にしており，

ダイナミクス変化やアーテイキレーション，

パセージ感を前面に押すことを控えているよ

うに考えられる。従って５０小節の下降のパ

セージと１２３小節の上昇のパセージの演奏比

較をアンサンブルの具体的な違いとして意識

的に表出していないように思われる。すなわ

ち楽曲の構成上からくる音楽がそのまま中か

ら自然に表わされることに重きを置いている

といってよい演奏である。

４呈示部５１小節と再現部１２４小節の比較

３で掲げた要素に等しく，改めて比較分析

する要素を持っていないと考えられる。

５呈示部５４，５５小節と再現部127～137小節

の比較

５４小節ではわずかに－－－－が見受けら

れ，剛歌う〃というイメージがあったが，この

イメージは再現部の１２７小節にそのまま引き
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継がれている。そして本論文が分析したよう

にＩｓｔＶｎは128小節と130小節を控え目に

して,127小節や129小節と比較させ,この２

小節間が前後エコーになるように演奏してい

る。131小節３拍目からの′は137小節に向

けて一気に前へ進むことに終始し，コンパク

トディスクＣのように４拍目と１拍目の終止

コードをことさら強調しているとは思えない

演奏である。

枠の中に収まることになる〃より引用

引用レコード及びコンパクトディスク

レコードＡベルリン弦楽合奏団：ＲＶＣ２２９６

コンパクトディスクＢシュトゥットガルト室内オー

ケストラ：ＰＯＣＬ－２１３０

コンパクトディスクＣアカディミー室内合奏団：Ｆ

ＯＯＬ-23036

レコード，パイヤール室内管弦楽団：ＥＲＸ２３０７

引用総譜（スコアー）

ＭＯＺＡＲＴＳＥＲＥＮＡＤＥ(EineKleineNacht，

musikG-majorKV525；株式会社音楽之友社

引用文献・参考文献

ディーター･レックスロート著（井本胴二訳）：モーツァ

ルトアイネ・クライネ・ナハトムジーク／成立と分

析；株式会社シンフォニア；1988年１１月

ホルスト･ハイデン著（井本H向二訳）：弦楽四重奏曲の演

奏法；株式会社シンフオニア；1989年４月

(注１）ディーター･レックスロート著，吉田雅夫監修，

井本H向二訳「モーツァルトアイネ・クライネ・ナ

ハトムジーク成立と分析」７４Ｐ、再現部の最終に

コーダ(第132-137小節)がある。その終止的，総

括的な効果は，上昇する３和音的な旋律の中に，こ

の楽章の冒頭主題が含まれていることに基づいて

いる。初めに戻ることによって章章の流れが閉じた
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－＝＝＝ロローーーニ＝－－－－ウーロロローー ￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－■■■■■■Ｉ－■■■■■■|■■■■■■■■■■-－＝=Ｕ

￣'■■■'■■■■■■■￣￣■■■■甲■■■■ロー■■■■'■■■■'■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■‐￣￣￣￣￣￣￣=．
■■■■■■－－■■■■■■■－こ■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■－－■■■■－■＝＝￣－■■，
■■■■■■■Ｌ￣■■■■－－■￣

＝･■■￣■･■ﾛﾛ■□･■■･■ロﾛ■ﾛ■■･｢－ロ
■￣

■--■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■-￣■■■■

￣Ｉ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■I■■■－ョ
■■■■■■￣--■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■ﾛ■■

＝＝□□■ロ■■■■■■■■￣U■■■

聾二審ニニーニ塵二宮=圭塞＝==二手圭=＝ヨーニニニー

］

＝‐
￣－－■■－－－－－－－■－－－■－■
￣－－－■￣■＝￣■￣￣＝－＝■－－－■￣＝
■￣－－■■＝＝■－－＝■－－■－－

￣

■■＝■■■■■■■■■■■■■■Ｕ■■■■■U■■＝￣

■■■■－百.一口二■－■■■U■■■
■-■■■
￣￣■

■■■■■■■■－－■■■■－－可■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■

■■■■■■■■■■￣￣■■■■■■■■■■■￣■
￣￣■■■￣

■■■■■■■■■■■■■■■￣.￣＝￣可＝

■－－－■■■■■■■l■■■ｌ■■■■■■■■■■■■￣＝■■■■■■■■ベロ■■
■■■■■■■￣■■■■■■■■■■Ｕ■■■■■■■U■■■■■l■■
■￣■■■－

ロ■￣

￣■■■■＝■■■￣￣I■－ケで■■■■■■

￣】￣￣■■■l■■■■■￣￣I■■￣ゴー吉■■■Ｆ１■■■■■Ⅱ￣
￣■■■■■■■■■■I■■■■■■■■I■■■■■■■■－－■■■■■I■■■I■■■■■＝旦四■

￣で■■■■■■￣■■■■■■'■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－■■■－０■■ロ－
■￣■■■￣q７－■「￣■－－■■■■■■■■■■■■■■■■■－－－－－■■■■■■■＝＝￣￣
■－－■~U￣P￣■■■■■■■■￣■－－■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■－口一Ｆ

垂垂這＝三三雷雲産室要二軍垂三重＝Ｅ二二畳壁勇蓋

拳幸=藷彗霊厘=匡笙琴二三笙笙圭幸急ぎ=薑壼苣毎圭巨芦召

、－－－－１Fざ－－－亘豈ｉ
ロ ＝■■■■■￣■■■■■■■￣■■■■■11■■U■■■■■■■■－１

ＩＦ■－－－－U■■■■■■▽■￣■■■■■■■■■■■■U■■■■■■■■■￣U■■■■■■Ｆ一一■■■■￣■■■■■■■￣■丘■■■－１
■■■■Ｕ－ＵＵ■■■■■■■■■■■■I■■■■■■■■■、Ⅱ＿■■■￣■■■■■■■■I■■■■■■￣I■■■■■l■■￣￣｜
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■－－■■■■■■■■■■■■■■■■'----－五
ケ＝■■－－■ﾛ■■クマ■‐■■■0■■■■■■￣■三一＝－㎡-－－－－￣￣’■Ｔ￣

＝「＝弓.＝ローーーニー１１ニニーーーニーーニーー■－■一・－５－＝￣￣￣￣￣￣＝＝＝＝＝－q■
■万一一■￣￣■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■□~￣-－-－■■－－－－－－■■ワー－

幸辱淫圭二=三三理二三三三=雪=二三亘

ハ必

Iか
二二

●●●●●

歪◆つつ◆ 陰_二W三三二挺
３９
Nか

▲つつっ６巨二△.

’

二瓦~豆

￣￣二

￣●

4０

ごす､

|雲鑿篝篝臺
#か 螺

ソハ凹二らｄトム６▲▲再ろ二・

己

'

二三二五 Ｃ● づ､ 丘i三二≧▲
５０

丘三 ● ▲三へ

5０

●

■■￣￣■

－－■■■■■■■Ⅱ

－５￣■■■■■￣■＿■■■「￣U￣■■ｌ■■■■￣■＿■■■

コマ￣

■■■■■■■Ⅳ

￣-■Ｉ■■■￣＝■■」■

■▽

￣-■Ｉ■■■￣＝■■」■

■▽

’二■＿■■■■■■■

ﾆーニ－－＝-コ

■■■■■■￣ 且■■■－－

■~－－￣

①

n」凸 ノー－
､ 一一～

匪甲＝平早耳宰目朝
悶巨コココニ詞。割

■￣■￣■■￣-丁￣￣万一Ｆで

円。。弓国。割
トーロロロ■Ⅱ■■■拝羊＝Ｆニーコ

■=－Ｆザーーーヨ
￣￣五一一三
且■■■

丘一一一百一一ョ四=＝二二二二ニーョニ
①

1Ａ

￣￣－－

ｍＵＴＴ＝〒￣－－弓

田一ろ石エーヨヨE=尹己画弓弱
’

￣

０

－戸

矼￣ママ
■■ロー＝￣

＝￣ず￣￣￣

臣＝F聿幸厚区画
Ｂ＝＝＝岸存=ヨ
Ｌ■■■■■■■■

Eニニーーー
■ワラエーF＝存戸

Ｅ＝￣一正一一

呼声F＝租匹=忍壺
■■

ロー再珂円己
■ⅡⅡ

■■＝￣

戸一ヨ
Ⅲ
Ｈ－Ｆ碍子モヨーニ目函＝ローーローニロ

－－－－
庁ﾖｰｰｰｰｰ戸Ⅶ弓

二＝

ノーーー̄ヨ

房一一T￣■ロ ＝￣￣

■■■■■￣

こ■□」■■■■ ■ ■■ －－■■■■■ 巨石￣守寺ヨー宗弓
坪Ｆ唇房一コ
￣￣￣￣￣

円＝＝＝。Ｆ＝－－ 〃

-－-－￣＿且■△＿■￣

巨匡＝巨三エーＦ幸江応囲=円ヨョ缶一一一盃■－百石￣
■■■■■■■。■■■￣

-－￣■■■■■■

￣■穴■ⅡＩ■■

■■￣■■■－－

ロ■】■」■■」■■■■！■■－－■

－ⅡⅡ■■■■

Ｆ＝専一。
■■■■■■■■

Ｆヒニーーﾋーーーョョ
■ロﾛロ■■■■

■￣￣

正二巨当「マニー－－－￣￣￣－－可
■

▲、１－ ．ｇムダ壺二。
E＝酉一＝ＴＴ￣戸戸已－ＦＦヨ

三三 ･二三へ。
声Ｐ－Ｐ‐司庁＝扇

■

２，
戸一
■戸一Ｆ￣Ｆ－戸可卜可一一一キーーロ百」

￣万一三丁￣「￣＝￣＝声司
■＝￣元一でゴー----弓
－－＝－－￣￣￣￣ヨ

声￣■－－Ｆ－Ｆ南
「Ｆ￣Ｆ￣戸戸一Ｆ円

ｒＥ－Ｆ－￣ヨーョヨ

■
Ｆ
■■■■Ⅱ■■

＝＝￣￣万一三可

戸一一勇一＝－－

Ｆ千千ﾖﾆﾖﾆﾖｰﾆ=戸．Fヨヨヨコ宅同巨室目

■~￣￣￣■■■■■■■

Ｆ百二ヨヨゴニヨー桿目
￣■■■－－■■■■■■￣￣

Ｕ

－－ｌＬ 奪狸=＝孝垂色 箸三 ●●

ロロロ ￣￣－

〃

■■￣Ｕ■■Ⅱ■■■■■■■

■■■＝＝■■■_＝

…￣三一一一
圧至EE二王ﾖヨヨ
9芒亘･可一五￣て￣＝五－－

￣＝＞企伊ゴーゴー
「「可一Ｆ戸了一戸戸
■■Ⅱ■■Ⅱ■￣■

房
■■■■

四

ニーーーーー
￣￣■■■■」■■■－－￣■￣

Ｆ￣「-戸戸戸プアヨ

巨一＝￣で￣弓
」■■■｜■■■--■■」■■■￣

■Ⅱ■■■■■■

－□

￣

＝Ｚ一一三￣宅Ｆ￣田

Ｆ￣￣

短－つ－－－

￣－－－￣

Ｐ
ニー■

I弓
￣

￣－－－ロ

且！ＴＴ＝五－－戸下司一一一可

戸正五一＝＝－万戸一一Ｆヨ
局伊干司房仔再辛ロココ。

－－－－＝－－
■■■■■■■■

Ⅱ

－百－

■■

■ロ－

■

-－￣■■■■■■

￣■穴■ⅡＩ■■

正二巨当「マニー－－－￣￣￣－－可
■

▲、１－ ．ｇムダ壺二。
E＝酉一＝ＴＴ￣戸戸已－ＦＦヨ
￣万一三丁￣「￣＝￣＝声司
■＝￣元一でゴー----弓
－－＝－－￣￣￣￣ヨ
Ｕ

－－ｌＬ 奪狸=＝孝垂色
■■￣Ｕ■■Ⅱ■■■■■■■

■■■＝＝■■■_＝

…￣三一一一

－□

￣

＝Ｚ一一三￣宅Ｆ￣田
戸正五一＝＝－万戸一一Ｆヨ
局伊干司房仔再辛ロココ。
￣＝戸匡ＦＦ千コーエュコ

■■￣■■■－－

ロ■】■」■■」■■■■！■■－－■

三三 ･二三へ。
声Ｐ－Ｐ‐司庁＝扇
声￣■－－Ｆ－Ｆ南
「Ｆ￣Ｆ￣戸戸一Ｆ円

ｒＥ－Ｆ－￣ヨーョヨ

箸三 ●●

ロロロ ￣￣－

圧至EE二王ﾖヨヨ
9芒亘･可一五￣て￣＝五－－
Ｆ￣￣

短－つ－－－－－－－＝－－
■■■■■■■■

圧ローーエー

－ⅡⅡ■■■■

Ｆ＝専一。
■

２，
戸一
■戸一Ｆ￣Ｆ－戸可
■ ■■■■Ⅱ■■

Ｆ＝＝￣￣万一三可

〃

￣＝＞企伊ゴーゴー
「「可一Ｆ戸了一戸戸
■■Ⅱ■■Ⅱ■￣■

￣－－－￣

Ｐ
ニー■

Ⅱ

－百－

1コ￣■■

■■■■■■■■

Ｆヒニーーﾋーーーョョ

卜可一一一キーーロ百」戸一一勇一＝－－

Ｆ千千ﾖﾆﾖﾆﾖｰﾆ=戸．Fヨヨヨコ宅同巨室目

房ニーーーーー
■■■■
￣￣■■■■」■■■－－￣■￣

四Ｆ￣「-戸戸戸プアヨ

I弓
￣

￣－－－ロ
■■

■ロ－

■￣

■ロﾛロ■■■■

■￣￣

■~￣￣￣■■■■■■■

Ｆ百二ヨヨゴニヨー桿目
￣■■■－－■■■■■■￣￣

巨一＝￣で￣弓
」■■■｜■■■--■■」■■■￣

■Ⅱ■■■■■■

且！ＴＴ＝五－－戸下司一一一可

■

￣■■■

Ｉ
￣。■■■■■■■■■■

￣■~Ⅱ■－■■■｡■ロ｡■■■■

Ｉ
＝可一一百丁一戸一戸声
U■－－■￣

耳コーーーー匡臣ロ
円司＝p一一コ
■￣

丘一Ｆ￣
■￣

－－面
■■■

￣

￣己■■■■■

Ｆ字＝＝田上■画
戸一戸一Ｆ戸一■旬
｢F勺一円一円－￣閂拝.=戸=ロヨーロ

①

ハュ Z一一一
、 ￣￣～

●

・上．二 三二万三@ 三五．二三へ ●

I庵＝幸手ﾖﾆｰ言詞l閏二ヨヨ主起目三調
■￣■一

￣■

￣■

■ロ

ロ‐

庄一＝。

西

ﾛﾛﾛ■￣￣－－司

－－■■且■＿■Ⅱ■

■■■＝￣－－

■￣

■￣ｒ￣￣￣~戸▼元一可一一

■

－－皿

’
￣ ￣ 幸彦念＝垂＝企 三コ ●●

￣－－

U晒干室ﾆｰｰ手写二コ
n円目千．匡戸幸巨ロコ型ロ

■■■■■■■￣■Ⅱ

■■■Ⅱ▼■

丙＝＝
Ｆブーーヨ房＝ﾜ弔詞｡=円。居泪=厚ローコココ庁戸弓－Ｆ￣￣つョ庁Ｔ弓-戸一一戸ョ

ﾛ國廸＝Z臣ロゴ＝にエ匡国
■■■■■■■■￣￣二

Ｈ－Ｆ日当ＦＦ戸了司一一Ｆ=写。戸巨P戸
’

Ｆ－－￣￣弓
－－￣－－－－弓臣＝画一岸￣■￣■＝￣

－－－－

u厩チヨーデニー
ロー記一一￣－－二

。■■■

民二手=ろﾖコーコヨヨ
戸百一Ｆ￣＝て五一一

＝曰ヨーーＬ百~￣戸戸示Ｆ￣－面一一ロ￣Ｕ
卸后宅弄戸程ロ。
臼ヨーーＴ■￣＝で一
匡己匪一戸一戸『万一＝可戸一ヨ

Ｅ＝＝呑荏厚陣四￣＝■￣戸一戸『可

匝元一戸T~〒￣ヨーーーー戸亘二＝＝■=￣

正一一豆ヨーー甲
■■■■■■■,■

■■■■■■■■

－－＝－両
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Ｐ

”

’ ？

が 6０’

5｣~■＝＝＝･･■■ローローロ■■
■■■

■■■■￣■■■■■■■■
￣￣￣

■■■Ⅱ■■ ■■■■■■■■■■■■■
Ｕ■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ｉ■■■■■■■■■■■■
￣■＝＝￣￣ ■■■

＝＝＝＝＝
￣

－－■■■■■■■￣■■■ロ■■■■■■

■-.＿■■■■■■ロ■■￣￣■■■■■■■－－－■■■■■■
■■■■■■■■■■■マー■■￣￣－－■■ ＝■－＝＝ﾆニーーーーー :＝－－．－－

■■■■■■Ⅱ■■■－－■■■■■■■■■－－－■」Ｉ■■■二■■■■■■■■■■■」■■■■■Ｐヨ■■■■■■■■■■■■■■■■－－－－■」■■■■■■■■■■■■■■￣ヨー
■■■■■■■■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■￣■I■■■Ｕ■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
＝ローヮ-■-■－－－－－ﾛｰﾛﾛﾛ■■0■■■■－

■■■■■￣

■■■＝三一一■■Ｕ■■■

■■■I■■■■■■￣■■■■Ｕ■■■■■￣１■■■■l■■■■■■■Ⅱ■■■￣
■■■■■■■■■■■U■■■￣P￣■■■■■■■Ｕ■■■

＝こ＿■■1-,-＝庁．..U,..ﾛ..．Ｕ,..■■■■
－－

－■■■■

■■■■■■

K(ﾛ． Ｉ＝!＝＝■ﾛﾛﾆ

7２7０

Ⅲ卜吃
塗＝=壹三二言牽圭三三三墨=三二二二三

' Z、

■■■■－■■■￣￣■■■■■■■■Ｕ■■■■■￣￣ｒ
■￣■･■！．。‐-コ■■■■■－－－１■■■■■■■－■■■￣■Ⅱ■■■＝Ⅱ■■■￣■■■■■■■￣こ

￣…■■－－■■■■■■■■■ヨー■■■■￣■■－－■■■■■■■■■■I■■■■■■■■---＝■■￣

■Ｕ■￣■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■

' Z、
ﾛ■■■■■■■■■■■■■－￣－コ■■Ⅱ

ニヨーーーニｚ~･ﾆﾆﾆﾆｰ号二出世｣＝ニ
ー

ー
■■■Ⅱ■■

’
＝

｡。－.■ロニーー＝■■

'７０

ハュ公ムームムニビヱ

、

￣ 歪三=Ｅ公

￣

￣￣￣￣￣ 全エ ￣ ＝三乏乏

ソ▲山

、

空、 ｣■■■Ｌ－－－－ 庭 ￣二F三三､Ｚ２;、

ＵＯ

堅 Ｉ ざ官=、

■■■■■■■■ ■■＿■■■■■百 ■■■■■■■百

■＿■￣■■■■■■ ■■￣■■■1－■■■

酎港一一一弓一一一一昌司
■で■■

戸←弓→－－一一￣￣￣￣戸－－－－弓

①

▲皿

U腰＝コヰヨコニヰー写厚明
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Ｆ子司言＝＝￣＝言一己

QＪｑ
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－
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■■■■■■－－■■■■■■■■

－－－，■■■■￣￣－－

￣￣■■■■＝￣

ﾛ耐乎＝■￣＝Ｆ￣

■曰

￣

■■■■■■■■

△

■■■■

￣￣ ￣￣

８

－－￣

己 ▲仏 、

￣￣＝■￣■■－
■－ ■■－ ■－

￣▽￣■￣ ■■ ￣ ■二 ■■ 二

ヨ
二石

■…￣かＴ可Ｆ￣Ｔ￣￣￣Ｆ－戸 ■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■￣■■■￣

ﾛ栩岳ヱニ■ｴｺｰP＝匡巨円．旧コエコーーヨコＦＥ=P平日ＥＥＦＥＦ。
－－￣￣

￣■■夕■■■■

￣￣￣￣－－－ヨ

QＪ
▲．ロ

ロト９－且一一一一－－－ヨ
■缶〒－－－－二厘転再ロ
1厘圧三三三ﾖコヨヨ ￣Ｉ■■■■

Qノ
-－■￣￣

￣で■■■■■■

■■￣■■￣￣■■FF｡=ﾕｰﾖｰｴｰﾖ＝Ｆ君
－－－－－－

￣

庁一一一一戸一一￣￣￣￣－－ﾆーーー
￣■■■■■■■■

■■■■－－￣■■匪三二手弄王三二二可
－－一一

￣

戸一一一一ヨ￣-戸ヨ

Ｆ手｡＝零項Ｅロロロ

,オサゴゴササ
H１

■価而で一寸一戸戸戸一一→
■蹄司帝一一百一＝￣■同一吟局一五一ｺ＝す－コ-戸■

庁一■＿■■■■■■

戸一十Ｆ予宗。＝￣Ｆ、曰三王田ﾖ三二ヨヨヨヨ
－■且

ＦＦ－ヨヨーＦ戸＝。＝Ｆ
■■￣

■

■

■■￣

■

■

＿ユ

Ⅲ ■■
ｂ■■〆￣

_■｢●■■ ■■■－
■■￣ －■■■■■■■Ｐ￣己

夕■ ￣ ■二 ￣二

■■■￣
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－

－￣￣￣￣」■■■■■

－口￣.￣■■＝￣■■■■■
￣■■■■■

■■■■■■■■■

■■■■■■■■■－－￣■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■￣■■Ul￣■
￣■■■Ｕ■■■■■■■■■■＝｡■■－－■■Ⅱ■Ⅱ■■■■■■－＝■■■■ご’■■■■■■■■■■■■■■■■■■
￣■■■■■■■■■￣￣＝＝

■■■■■■←＝

ロ■■、■■■＝＝■■■

＝ロ ￣

■■■■■■ﾛ■■■I■■■■■■■■ｌ■■■■■
■￣￣￣■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■
■￣

■■■■

￣￣■■■￣■■■■■■■■■■■■「￣■■■■■■■■
■￣￣￣■■■■■■■■■

■■■■l■■■■■■■■

■■■■■■■■■
￣■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■
■■■■

－－＝■￣可

■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■
￣■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■

■■■■■■■■

■■■■

■■■■■

■■■■■■■■■
■■■■

■
■
■

■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■U■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■I■■■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■

１１０

■■■■■■■■■■
■I■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■U■■■■■■■■■■■－
■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■

■■ロロロ■■□￣￣･￣＝＝巧■￣￣鐸=匡壁菫二王=彗彗皀圭三豊=皀曼＝
毒ニョニニョニニ手季＝二三三＝妄＝百二写幸二蓋信二圭圭ヨヨーー

三五一＝

－１■■￣￣■■弓＝■￣」■■￣■■■■■－-－￣
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－■■■■■■■■■I■■■■■、，
■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－－－
■￣■■■■■■■■－■■■■■■

８６

＝ニーーー
■￣￣￣￣＝￣￣

■ｑｐ■￣￣

９０

:薑二三室二二二壼二＝一己￣
■ﾛ￣－－￣
■凶■

●

Z、

五－－／

雲ニニーニ垂三幸=三垂７重壬二王==＝

nｍ三重雁竺「－－答レー､壱一一竺旦

＝ ’

＿」■■￣■■■■

￣□~■■■■

■■￣

冊＝＝一コ
■■■ ロ＝￣

￣

＝＝＝
■■■￣

写

r一一戸 Ⅱ￣

■￣■■ ■

Qノ

ハ凸一一 ／－－●● ￣ 二～￣

’
■ワ

￣▲ ●￣ａ径
肝平Ｅ＝＝雁＝而悪声

■▲

可，

-－－－■＿じ□－

Ｆ戸戸F=再汪匡円。￣＝－－で￣
－■￣

■■■■■■■￣■■■

■－

■￣

■■巳

■■■■

uUD--脛F二期Ｅヨ団Ｅヨ
QＪＵＵｏロ

皿

曰ヰコーコーFニモココ

h▲◆≦Hヱムムニら

－－￣■■■￣■■■

ゼョヨー■国三ト

ｇｑ〆乙さ三・

＝ ■■■■■■■

■■
■■■■■

ロー＿＿＝

’
￣

■
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■■

曰=＝国Ｂ」■ ＝￣￣ゴョ

￣ －つ念
■■■■■■■。■

'■■I■￣而一

■■ｒ￣

＝｣■■■■￣▲

▲□

ロ■■■■■■■■

＝三二已三詞
⑫

＝

■ ￣

■￣

U■■■ ，■■■ ■

’
「「

‐￣ ■■

■■■ ￣￣

￣■一－一一一

のａ、
‐〒￣￣

巴碑＝￣＝￣ 用一一＝．
■■■

隼＝こ＝
■■￣

■■

￣亨＝司
■￣

■■

￣

＝

I■■■■巳

■■■

■￣

■

■
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■
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Ⅱ■ｕ

〃▲ 五デー、、 ◇ l04F-式105■＆△α律但ニニニニ担巨参二、

Ｕ「0７

二二
■且■￣」■■■■夕 ■■己 ■■■■■■■ ■■■■■■■￣

面一 －世■■

君ｒ－－－－．
ＡＬＬ。－

■▲

Ｉｕ

~■

－－ラヘム

￣￣＝－コ

▲

両石弓一一一三￣ ■ ■ －■￣￣、Ｉ■■■■ ■■－
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■刀ご■ｒ■￣■■■￣守一 、＿ ■Ⅱ■■－Ｆ ■夕■．戸■￣

０， 、ﾕノ,

〆=、pq1 ヱー、

国

一一、 ￣

Ｖ～Ｕ

￣￣_

■■ ｂ ▲■ 凶〃ロﾛ ■■■１■■■■￣■■

■■
■

■ ￣■■￣

■ 戸可=石ご童 ￣皿一

■

「

￣フー▼▽二■ロゴ■■■■■■■
世
■

＝̄
U■

旨昌一イヨ己ヨコ
■→丁一一＝＝￣￣＝ヨ

二二
■且■￣」■■■■夕

面一 －世■■

君ｒ－－－－．
ＡＬＬ。－
両石弓一一一三￣
￣■■＝二■■■￣■■■■■■■■■■

-－－－￣■■■■■■■

■刀ご■ｒ■￣■■■￣守一

０， 、ﾕノ,
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■

￣フー▼▽二■ロゴ■■■■■■■

「￣￣ロ 匹

■■己

■▲

Ｉｕ
■ ■

￣ ■

￣■■ ￣

、＿

ヱー、

■■ ｂ

■■

戸可=石ご童
U■

世＝旨昌一イヨ
■ ￣ 己ヨコ

■■■■■■■

~■

－－ラヘム
－■￣￣、Ｉ■■■■

￣■■■－■■￣■■￣

■■￣■■■￣ロ■■〃■

■Ⅱ■■－Ｆ

国

一一、 ￣

▲■ 凶〃ロﾛ

■
■

￣皿一

■■■「

■■■■■■■￣

￣￣＝－コ

▲
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」■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■

■■■￣■■■■■

■夕■．戸■￣

Ｖ～Ｕ

￣￣_

■■■１■■■■￣■■

￣■■￣

■

「
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－■■－１■■■■■■■■｢￣

=|=HHI=11＝=･＝、二
■￣

ﾛ■■＝＝＝＝■■■■■￣■■■
■■■■■■■－－■■■」，
■￣
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1１２

￣

H＝＝＝＝HlIl＝ｌ＝

■■■■■￣

■■■■■￣■■■■■■－－－－■■■■■－－■■■＝￣、』
曰■-■■－－■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■＝￣
■－－－■■■■■■■■■■■－｜－

］

－－＝＝ﾛ■■--,■■ﾛ＝．
■■■

五五．－～~ｒ￣、カニ 缶

「「￣

二二一

-．￣￣￣＝

ゾハ凸喚

己

●■▲▲ カニ

’

0－9－－一一

■■■■■■■■■■■■■■■■■

１１６
ゾハ」１－へ

、

－－～が か
こ=二二二一

Z,

鷹士差芦三画三Ｅ－;ニーーー蔓一塁ニヨニーーニと=里=

、

'１２０
－－□口

垣ピデトョー言二羽=Ｆラー夛民．
段サーモニー医巳＝－コ■Ｅ＝=曉冨ＥＥＦ。

－－■■■￣￣－－－

￣－

■￣￣

FP＝にﾆゴコ

二一一百一＝弓
丙■■■￣￣

ワーヒヨョー￣ヨ
ロ~

①
ハ 必

●

尾函 Ｆ＝￣￣＝＝－コ
：￣〒＝ヨー丁司一一＝ヰエヨヨーＥＥ＝ロ：-戸一＝￣匠丁元一一百上田

□－

－m百三

ロー ＝

－－■■■■ ￣

￣￣－－￣￣ご￣i■「

■■■￣￣￣百一戸丁→￣￣

コゴ甘甘゛゛ゴゴ
臣一一一一■■￣ －」
■－－￣￣￣■■■■￣￣￣

■■■■ヨニ

￣

■■■■■■■■

づ▼つつ￣
￣

サヴ
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